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研究成果の概要（和文）：睡眠時ブラキシズム（SB)に対するスプリントの治療効果と、睡眠下顎安静位との関係を明
らかにすることを目的として、睡眠時６自由度顎運動測定システムを用いて、３種類の形態と弾性の異なるスプリント
の効果を比較検討した。ブラキサー６名（男性３名、女性３名）に対してポリソムノグラフ測定を行った。６名の睡眠
効率は92.48％であり、良好な睡眠状態といえる。1名の被験者はどのタイプのスプリントを使用してもSB数にほとんど
変化は認められなかったが、それ以外の被験者は口腔内に何らかのスプリントを装着することでSBの回数が減少が認め
られた。そして、スプリントの使用により筋活動パターンに変化が認められた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to evaluate the therapeutic effect of the dental splint 
on sleep related bruxism (SB) and to clarify the relation between dental splint and mandibular rest 
position during sleep. 6 bruxer (3 males, 3 females: mean age 31.2 years old) participant this study. We 
used three different dental splints (acrylic stabilization, elastic stabilization and palatal splint) and 
recorded the mandibular movement and biological signals of a subject using a six-degrees-of-freedom 
system to measure mandibular position during sleep. Mean sleep efficiency of 6 subjects was 92.48%. Only 
one subject did not change the number of SB by using 3 different splints, but the other subjects reduced 
the number of SB by any kind of dental splint. Also, the pattern of masseter muscle activities were 
changed by using dental splint, but It showed large individual differences.

研究分野： 歯科補綴学

キーワード： 顎口腔機能学　睡眠時ブラキシズム

  １版
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１．研究開始当初の背景 
睡眠時ブラキシズム（以下 Sleep related 

Bruxism: SB）は顎口腔系に破壊的な影響を
及ぼす顎口腔系の異常運動として知られて
おり、顎機能障害や補綴治療、歯周治療等の
予後も大きく左右すると考えられている。現
在、SB の治療方法としてスプリント治療が主
流となっており、スプリントには以下のよう
なものがある。 
・スリープスプリント（Mandibular Advanced 
Device: MAD）  
閉塞性睡眠時無呼吸症候群（Obstructive 
Sleep Apnea Syndrome：OSAS）に対して用い
られ、 
咬合高径の挙上量は最も高い。 
・ ス タビラ イ ゼーシ ョ ンスプ リ ン ト
（Stabilization Splint: SS）  
上顎に用いることが多く、咬合面をカバーす
る。臨床で最もよく用いられる。 
・パラタルスプリント（Palatal Splint: PS） 
上顎の口蓋を馬蹄形に覆い、咬合接触には影
響しない。臨床に用いられることは稀で、臨
床研究において治療効果の比較検討に用い
られることがある。 
これらのスプリントを用いて、SB の抑制効果
を短期間比較した研究結果によると、抑制効
果は MAD＞SS＞PS の順であった１）。また SS
の抑制効果に関しては材質の違いも影響を
与える。形態がほぼ同一であるハードタイプ
とソフトタイプの比較では、ハードタイプに
抑制効果が認められることが多く、いっぽう
でソフトタイプでは逆に被験者の半数で SB
の増加を認めた報告がある２）。いずれにせよ、
この SB に対する抑制効果は２週間程度と短
期的であるという報告があり３）、その後はス
プリントによる歯や補綴物の保護作用を期
待する対症療法として用いられている。 
スプリントの SB に対する抑制効果の機序と
しては、以下の仮説が考えられている。 
・咬合接触: 
全顎的に咬合接触を付与する咬合の適正化
によって SB を抑制するという仮説。ソフト
タイプでは咬合接触がその弾性により不明
確となるため、かえって SB が増加している
可能性がある。しかしながら PS では咬合接
触に影響を与えないにも関わらず、抑制効果
が認められる４）。SB の発現機序としての末梢
説は現在主流ではない５）。 
・気道容積の狭窄 
スプリントによる物理的な気道容積の狭窄
により開口量が増加し、SBが減少するという
仮説。狭窄の程度は、MAD＞SS＞PS（咬合挙
上量の大きい順）。 
・口腔内の違和感 
スプリントによる違和感により一過性に筋
活動が抑制されるとした仮説。物理的な大き
さからくる違和感の強さはMAD＞SS＞PSの順。 
残念ながら現在においても、以上の研究結果
をすべて説明できる仮説は存在しない。すな
わち、気道容積の狭窄と口腔内の違和感はほ

ぼ同じ指標と考えられ、ともに妥当と考えら
れるが、ハードタイプとソフトタイプとの違
い（形態はほぼ同一で、SB抑制効果は異なる）
については説明できていない。 
われわれは６自由度顎運動測定器を口腔内
への装着が可能なほど小型軽量化し、これと
ポリソムノグラフ（Polysomnography: PSG）
を同期させることで、世界で初めて６自由度
顎運動と生体信号（脳波，眼振，筋電図など）
の長時間同時測定を可能とした（睡眠時６自
由度顎運動測定システム）６）。現在までにこ
の測定システムを用いて正常者の睡眠なら
びに顎位について調査を行ったところ、睡眠
中の８割以上が咬合接触を持たない、開口し
た状態であることが分かった７）。われわれは
この自然睡眠下における咀嚼筋低緊張時の
数 mm の開口した下顎位を睡眠時下顎安静位
と呼び、これがスプリントによって影響され、
SB の抑制効果を左右していると考えた。覚醒
時において、義歯の咬合高径を挙上すること
により新たな下顎安静位を獲得することは
よく知られており、同様の現象が夜間のスプ
リント装着時にも生じている可能性がある。
図に示すように、スプリントの装着により、
その厚みの分だけ睡眠時下顎安静位が阻害
され、咬合接触を生じ易くなる。もちろん嚥
下等の機能運動時にもそれまでとは異なっ
た咬合接触を生じる。このような口腔内環境
の変化に伴い、適正な睡眠時下顎安静位を獲
得するために開口量が増加し、閉口筋の筋活
動に抑制がかかり、それに伴って SB も減弱
する。また口腔内環境に適応した後は閉口筋
への抑制が解除され、SB が再発するという仮
説である。また、ソフトタイプはその弾性に
より、ハードタイプよりも実効咬合挙上量が
減少するため、治療効果が減弱するとすれば、
上記の治療結果をすべて説明できる。本研究
では、ブラキサー群に対して形態と弾性の異
なるスプリントを用いた検討を行うことに
よって、上記の仮説を証明したいと考えてい
る。ここで用いるスプリントは SS のハード
タイプとソフトタイプ、PS の３種類である。
スプリント装着時の閉口筋と開口筋の筋活
動レベルを比較するとともに、睡眠時下顎安
静位の推移に注目し解析を行う。また、嚥下
ならびに SB 発現前の顎位が後下方より閉口
していることも明らかになっており８）、この
点に注目することで、適切な咬合接触につい
ても考察できると考えている。 
また、生理学的興味としては、ベースライン
実験を用いて、各睡眠段階における睡眠時下
顎安静位と筋活動量の相関（REM 睡眠が最も
筋活動レベルは低い９）とされているが開口量
との比較検討は未だ行われていない）につい
ても検討を行っていきたい。 
 
２．研究の目的 
SB に対するスプリントの治療効果と、睡眠

下顎安静位との関係を明らかにすることを
目的としている。われわれは、スプリントの



使用によって、それまでの睡眠時下顎安静位
が阻害され、開口量が増加するとともに閉口
筋の筋活動量が減弱し、SBが抑制されるとい
う仮説を持っている。当教室で開発した睡眠
時６自由度顎運動測定システムを用いて、３
種類の形態と弾性の異なるスプリント（スタ
ビライゼーションスプリント：SS ハードタ
イプ＆ソフトタイプ、パラタルスプリント：
PS）の効果を比較検討することにより、仮説
を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
６自由度顎運動を含むポリソムノグラフ

測定（通常の脳波、眼振、オトガイ筋電図に
加え、６自由度顎運動測定、咀嚼筋電図、SaO2、
呼吸曲線、心電図、指尖脈波）を行った。同
時に赤外線暗視モニタを行い，ソフトウェア
上でこれを同期した。睡眠測定は、第一夜を
馴化ならびに睡眠障害等の除外検査に用い、
その第二夜をベースラインとして評価を行
った。睡眠判定は Rechtschaffen & Kales に
したがって脳波、眼振図、オトガイ筋電図よ
り 20 秒の epoc を用いて判定した 10）。SB の判
定は両側咬筋活動を時定数 60msec にて RMS
（Root Mean square）処理を行ったのち、
Okura の方法 11）を用いて判定した。 
ブラキサー群（SB の発現が睡眠時間１時間

あたり４回を超えるもの）に対して、形態と
弾性の異なるスプリントを用いて比較検討
を行った。スプリントはスタビライゼーショ
ンスプリント（SS； ハードタイプ＆ソフト
タイプ）、パラタルスプリント（PS）の３種
類である。 
各スプリントの装着順序は被験者ごとに

ランダマイズし、装着期間は２週間で、その
最終日にポリソムノグラフ測定を行う。各装
着期間終了後に Wash Out のためのインター
バル（２週間）を設けることとするため全体
の実験期間は約３ヶ月となる。治療効果の比
較はベースライン測定と各スプリント装着
期間の最終日の測定を用いて行った。 
 
４．研究成果 
 測定は 11 名 39 夜行った。うち 1名は第１
夜にてドロップアウトした。４名はベースラ
イン測定によって非ブラキサーとして以降
の測定より除外した。全ての測定を行うこと
ができたのは６名（男性３名、女性３名：ベ
ースライン時平均年齢 31.2 歳）であった。 
 ６名の睡眠時間は平均 5.94 時間であり、
睡眠効率は 92.48％、％stage3&4 は 15.05％
であり、良好な睡眠状態であるといえる。 
 下図に睡眠時間 1 時間あたりの SB の数を
示す。 
 ベースライン時の睡眠時間1時間あたりの
SB 数により、被験者 2,4,5 は 4 から 8 回の
mild bruxer、被験者 1,3,6 は 8 回以上の
moderate bruxer に分類された。 
 被験者 2はどのタイプのスプリントを使用
しても SB 数にほとんど変化は認められなか 

ったが、それ以外の被験者は口腔内に何らか
のスプリントを装着することで SB の回数が
減少していた。ハードタイプでもっとも減少
したものが 2名、ソフトタイプで最も減少し
たものが 2名、パラタルスプリントで最も減
少したものが 1 名であった。一方、4 名の被
験者においてスプリント装着中パラタルス
プリントで最もSB数が増加していた。また、
スプリントを使用した順序とその SB 回数に
はほとんど関係は認められなかった。 
 以下に各被験者の筋活動パターンによる
SB を tonic、phasic、mix の 3種類に分類し、
その内訳を示す。 
 

 

 
 

 
 



 
 
 

 

いずれの被験者においても、スプリントの
装着によって筋活動パターンが変化してい
るのがわかる。特に被験者１においては全て
の筋活動パターンが減少しているが、そのな
かでも phasic の減少が著しい。その他の５
名の被験者ではベースラインと比較して
phasic が増加傾向を示すのと対照的である。 
 本研究では非常にばらつきの多い結果と
なったが、咬合接触点数、歯のガイド、顎運
動、口蓋部分容積、睡眠時下顎安静位に関し
ても検討することによって、より詳細なスプ
リントの効果を明らかにすることが可能と
考えている。将来的には各個人の特徴にあわ
せた適切なスプリントの選択を可能にした
いと考えている。 
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